
為替週間展望＝ドル円は年末年始で様子見ムードの強い動きか

　　　　　　　　　　［１２月２９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    12 月 22 日～ 12 月 26 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  157.70   157.75(22)    155.56(24)    156.28   -1.47

ユーロ・ドル  1.1713   1.1808(24)    1.1706(22)    1.1776   +0.0066

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    50,750.39    +1243.18     日本10年債利回り   2.041   +0.017

ダウ平均株価    48,731.16     +596.27     米10年債利回り     4.134   -0.029

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２９日　日銀金融政策決定会合における主な意見（１２月１８～１９日分）

　　　　米１１月中古住宅販売成約指数

３０日　◆大納会

　　　　スイス１２月ＫＯＦ先行指数

　　　　米１０月住宅価格指数

　　　　米１０月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米１２月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（１２月９～１０日分）

３１日　中国１２月製造業・サービス業ＰＭＩ

　　　　中国１２月レイティングドッグ製造業ＰＭＩ

　　　　米新規失業保険申請件数

２日　　英１２月ネーションワイド住宅価格

　　　　独１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１１月建設支出

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】日銀は利上げに動いたものの、円高をけん制するような動きとはな

っていない。こうした中、クリスマス休暇や年末年始で方向性の出にくい状況となり、

ドル円は米経済指標の動向などに左右されながら一進一退の動きを見せることになると

した。

　　　　

【円安けん制発言を受けてドル円は上昇一服】

　１８～１９日の日銀金融政策決定会合で予想通り０．２５％の利上げが決定した。こ

れに関しては大方の予想通りで織り込まれていた。その後の植田日銀総裁の記者会見が

ハト派的と受け止められて、ドル円は１５７．７０台までドル買い円売りが進行した。

前日と比べて２円以上の円安水準となった。

　　

　植田総裁は記者会見で、中立金利について「推計は難しい」などと述べて、利上げの

ペースや水準を示さなかった。さらに利上げ後も緩和的な環境が続くなどと述べて、投

機筋の円売りを誘う結果となった。これまでの発言にも見られた通り、円安をけん制し

て抑止するという意思が感じられない発言となった。

　　

　その後は片山財務相の発言で介入警戒感から上値を抑えられた。２２日の夜に片山財

務相が、「為替の過度で無秩序な変動に対し、断固として措置を取る用意がある」とし

て、市場介入も辞さない姿勢を示したことから、ドル円は１５６円台に急速に下落する
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場面が見られた。片山財務相は、日銀会合後の植田日銀総裁の会見の後に進んだ円安に

ついて、「非常に短い時間での動き。完全にファンダメンタルズではなくて投機だ。為

替介入も含めた行動を取れるということは日米財務相間の合意事項でもあり、フリーハ

ンドがあるということだ」と説明している。

　　

　片山財務相は２３日の閣議後の記者会見でも、最近の円安についての動きについて、

「ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）を反映しているとは到底思えない。投機的

と言ってよい動きだ」「行き過ぎた動きに対しては対応を取る」と述べ、市場の動きを

けん制した。為替介入の可能性については、「私はフリーハンドだ」と強調した。片山

財務相の円安けん制発言が繰り返されたことで、ドル円は２４日の昼前に１５５円台半

ばまでドル安円高に振れた。

　　

　ただ、その後はクリスマスムードで市場の値動きは乏しく、方向感のない展開を見せ

ている。おおむね１５５円台半ばから１５６円台前半の狭いレンジでのもみ合いとなっ

ている。

　　

　日銀の植田和男総裁は２５日の講演で、「経済・物価の改善に応じて引き続き政策金

利を引き上げ、金融緩和の度合いを調整していく」と利上げを継続する方針を示した。

賃上げに関しては、「来年は今年に続き、しっかりとした賃上げが実施される可能性が

高く、企業の積極的な賃金設定行動が途切れるリスクは低い」とした。なお、発言内容

には新鮮味が乏しいとの見方から影響は限定的だった。

　　

【元旦を挟んで年末年始の様子見ムードで小動きか】

　１２月２９日の週に予定される日米の経済指標やイベントは、２９日に日銀金融政策

決定会合における主な意見（１２月１８～１９日分）、米１１月中古住宅販売成約指

数、３０日に米１０月住宅価格指数、米１０月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米１

２月シカゴ購買部協会景気指数、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（１２月

９～１０日分）、３１日に米新規失業保険申請件数、２日に米１２月製造業ＰＭＩ確報

値、米１１月建設支出などがある。

　　

　２９日には今月利上げに動いた日銀会合の主な意見が公表される。今後の日銀の利上

げスタンスを知る上でのヒントがあれば、ドル円は上下に動く可能性がある。１２月の

ＦＯＭＣ議事要旨も公表される。今月利下げに動いており、今後の利下げペースなどの

ヒントが得られるかが注目される。

　　

　１２月２９日の週は、クリスマス休暇後に１月１日の元旦を挟んで年末年始の様子見

ムードで積極的な仕掛けを控えるような展開となりそうだ。最近のレンジ内でのもみ合

いが中心になるとみられる。目先の予想レンジは１５５．００～１５７．５０円とな

る。

　　

※米政府機関再開に伴い米経済指標の発表日が変更・追加される可能性がある。

　　

【ユーロドルは堅調な推移か】

　２９日の週はドイツやユーロ圏の経済指標の発表は少なめとなる。ユーロドルは週の

前半にドル売りの動きに支えられて、１．１８台まで上値を伸ばした。その後はクリス

マスモードに入り、小幅な値動きを見せている。２２日に５日移動平均線を上抜いた後

は底堅い動きを見せており、堅調な流れが続くとみられる。ユーロドルの目先の予想レ

ンジは、１．１７００～１．１９５０ドル。

　　

　ポンドドルは堅調な流れを見せている。ドル安を背景に２２日に１．３４ドルを突破

して、２３日には１．３５台前半まで上値を伸ばした。２４日以降はクリスマスムード

で小幅な値動きとなっている。底堅い動きを続けて、緩やかに上値を追う展開が見込ま

れる。目先の予想レンジは１．３３５０～１．３６００ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標としては、３０日にスイス１２月ＫＯＦ先行指数、３１日

に中国１２月製造業・サービス業ＰＭＩ、中国１２月レイティングドッグ製造業ＰＭ

Ｉ、２日に英１２月ネーションワイド住宅価格、独１２月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ

圏１２月製造業ＰＭＩ確報値、英１２月製造業ＰＭＩ確報値などが予定されている。
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